
◎アセスメント・ポリシーとディプロマ・ポリシーの関係、各部署の役割等
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アセスメント・ポリシーに基づく学修成果の点検・評価

基本法科目並びに幅広い法分野科目の学修を通して得たリーガルマインドや実用的な知識を活かし、地域社会や国際社会のなかで活躍でき

る能力                                       【幅広い法分野科目】

４年間にわたる「演習」「研究会」などの双方向の授業を通して獲得される、論理的思考、課題探求、情報発信、コミュニケーション等が

できる能力                                          【演習科目】

幅広い分野の学修を通して現代社会の情報化・多様化に適応し、本学の建学の精神や基本理念である「真心教育」をよく理解した豊かな人

間性                                    【幅広い教養科目】【情報系科目】

広く言語や文化に関わる科目の学修を通して涵養される諸外国・諸文化への理解を基礎に、国内外を問わず、多様な背景をもつ人々を尊重

し協働することができる「真心」をもった人間性                 【言語圏文化論】【外国語】

教職課程

キャリアセンター 学務課(学生係)

〇外部（就職先）の評価によっ

て、本学の学修支援力の測定が

一層確実なものになる。

履修科目学修状況 資格取得状況 就職状況 就職先の企業アンケート卒業時の満足度

キャリアセンター

〇シラバス上に、

ディプロマ・ポリ

シーとの関連性が明

記されている。

〇履修科目を学修す

ることによって資格

取得に結び付く。

〇履修科目を学び、

人間性を陶冶するこ

とにって希望に叶う

就職を実現できる。

〇4年間の学生生活の

充実度と、大学側の

学修支援力が測定で

きる。

学務課(教務係) キャリアセンター


